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＜連絡事項＞

· 今日から作業療法士の学生（日山裕貴さん）が通所にて実習開始。7/21（金）までの予定。

· 学術のテーマを本日中に提出する事。

· 明日から2日間ローテーション研修あり。

· 本日月末の為、月報作成する事。

＜青明舎登録者様　情報交換＞

繁名　和恵様～自室に冷蔵庫を設置したと報告あり。本人がお金を出してパンション側で購入したとの事。最近体重が増加傾向にあるため、間食量を増やさないよう説明し冷蔵庫を使用している。先週、体調不良によりデイケアを欠席しているが、欠席の連絡が青明舎へ入っていないため、欠席時は青明舎へ連絡する約束となっていた事を振り返っている。

番沢　政勝様～デイケアで食費がかかるようになってから、朝・夕の食費を2万円から1万円へと抑え、納豆や卵等の単品のおかずで済ませているとの事。缶ジュースなどの嗜好品は購入しているが、嗜好品費を減らす事は出来ないと話している。栄養士へ現在の食生活について相談するよう説明するが、「自分の食生活を否定される」と話しており、バランス面で問題がある事は自覚している様子。

清水　泰雅様～デイケア通所が出来ていない事が気がかりであると訴えあり。火曜日は比較的早めに通所出来ている為、後1日は早く来る日に設定し、徐々に日数を増やしていくよう説明すると応じられ、火曜日と木曜日は定時通所の日と設定している。又、お母様へも送迎せずバス通所させるよう説明している。定時に通所する為には、7：30には起床しなくてはならず23：00には就床している必要があると話しているが、現在の就床時間は0：00を過ぎており、生活リズムを改善する事が出来ないと話す。

巴　　勇樹様～帰宅時のバス乗車の同行をしているが、問題なくバス利用する事が出来ている。駅でバスを待つ時間があるが、待ち時間の有効活用について考え、本日再度バス利用に同行予定としている。

我満奈津紀様～娘様の修学旅行費40,000円が手続き次第で一部返金されるとの事で手続きを行っている。又、5/27に娘様のカウンセリングを実施し、相手との信頼関係も取れており問題なく実施できたとの事。次回6/10予定だが、その間に根城小学校でカウンセリングを受ける事が出来ると説明されたと話しており、受けても問題ないのか確認されている。娘様としては、カウンセリング実施に伴う実費負担を気にしているとの事だが支払いは問題ないとの事。奈津紀様の娘様登校における相談は、うみねこ学級の先生が相談に乗って根城小学校と連携を取ってくれるとの事。

本人の右手首に包帯があり、昨日コーヒーを煎れた際に火傷を負ったと報告あり。水疱が出来ていると訴えている為、破裂させずに様子をみるよう説明している。

鹿原　博夫様～最近怒り口調での独語が聞かれている事を本人へ振り返り、本人からは「自分は頑張っているのに他の人が（ナイトケアを）休んでいる」と理由について話されている。今後も来所時には本人の話を傾聴していく事で本人も納得されている。

柳町　信之様～5/20の夕食代支払いを拒否していた件で医事へ協力依頼している。次回外来受診時に診察費と同時に請求して頂けるよう依頼し、食費の領収書も渡している。

其田　淑子様～生活費がギリギリである為、生活保護を受けたいと希望あり。金銭使用状況を確認すると余裕の出来る使用方法をしている為、切り詰められる所は節約するよう説明している。

東山　昇　様～本日もデイケア欠席の連絡あり、「しばらく休みたいから休む」と話され、理由等の詳細を話す事はない。連絡時の口調は穏やかで、不調はないとの事。

鈴木　知子様～金銭状況が苦しく、青陽館の入浴利用を本人へ勧めている。

＜利用様情報＞

前野　義勝様～ナイトケア利用日を水・金利用から水曜日のみの利用へと減らしたいと希望あり、本人へナイトケア利用の目的を振り返っている。体調確認と本人の相談場所の為にも利用継続して頂きたい事を説明し、疲労時には欠席してもよいことを説明すると納得されているが、説明直後に「週1日来れば良いって事でしょ」と、都合よく解釈している様子あり。

＜事例検討＞

番沢　政勝様（41）統合失調症　　通所開始後：5年10ヶ月　出席率：100％

検討内容治療計画検討

治療計画

1 グループホームでの生活状況の確認を行い、出来ている部分は評価し自己効力感を高めていく。

2 ＳＳＴ等のプログラムを通して、対人関係面での技術向上を図る。

青明舎からの情報
今まで1ヶ月2万円の食費で生活していたが、デイケアの食費実費負担に伴い、1ヶ月1万円でやり繰りしているとの事。間食等は、食費とは別に嗜好品費から捻出していると情報ある。

評価

①について
· 情報のあった生活費については、食事は質素だが間食としてお惣菜などの食べたいものを購入して摂取している様子がある。

· 食費を半分にしているが、デイケアでの食事代実費は1ヶ月約4000円程度であり、残金6000円は不明。

· 以前からアパートでの単身生活を希望して貯金をしている為、食費の残金を貯金へ回している可能性あり。

· 生活面での不安などを訴えているが、アドバイスを行っても本人の固着した考えの為、受け入れる事が困難。

②について

· 普段の生活の中で困っている事を訴えており、「これをＳＳＴで出せばいいのか」と話す事もあるが、実際にＳＳＴの場面になると問題提起することが出来ない。

· 些細な事でも、本人が問題として大きく捉えてしまい自分で壁を作ってしまっている様子あり。

今後の治療計画と対応
· ①②共に継続。

· 計画の中で何を実施して行くのか、細かな目標を立案していく。

· ②については、ＳＳＴについたスタッフが本人が問題を出しやすいよう促していく。

＜外来情報＞

森田　清助様～風邪を引き鹿内内科受診しているとの事。調子は良くなって来ていると話す。

藤村　翔　様～幻聴はなく、外泊中も問題なかったとのこと。今週末は青山荘で美化活動があり、花を植える予定との事。

我満奈津紀様～娘様が小学校の登校に悩んでいる時間にイライラして喫煙量が増えると話すが、胃痛などの身体症状はないとの事。6/7採血実施予定。

高橋　百壽様～大腸が月1回程度痛む事があり、八戸赤十字病院で痛み止めの点滴を実施しているとの事。肋骨の痛みは大体良く、ロキソニン服用して対処しているとの事。

















































